母親の呼称と役割取得に関する発達的研究ー女子短期大学への意識調査をとおして― by 柴田 崇浩
Although “self-determined ways of life” is seen as highly important by mothers today,
they are in fact forced to accept certain social roles especially after they have their first
child, by frequently being referred to as “Mommy” or “Mom” by the people around them in
everyday interaction with them, whether they are their own children or not.
Based on the results of an attitude survey on female college students, this study
explores how to improve communication in family support in terms of the question of how
women want to be addressed in what kind of social relationships.
The results show that how they want to be called differs depending on whether the
other is a member of the family or not and that it also differs according to the psychological
distance to him/her. Based on these findings, I will argue that it is necessary for family
support practitioners, who are in close contact with mothers, to be aware of the ways in
which they address the mothers they are supporting in order to have more effective
communication with them.
1．問題と目的
ある子育ての悩みの相談に関する TV番組を見ていたところ、相談窓口の担当が、「“お母さん”
が今できることをしていけたらいい」と子育て中の母親に電話対応で伝えていたのを聴き、違和
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感を持った。また、ホームページの掲示板に書き込んである内容で、相談窓口へ電話した母親が
「“ママ”ガンバってる、えらいえらい」と連呼され、とおり一遍の返事しか返ってこなかった
という出来事にも同様の疑問を感じたのである。それらの疑問は、支援者のスキルや、支援者に
対する母親の不満に共感したことに起因するものではない。子育てする親が姓名で呼ばれず、“お
母さん”や“ママ”といった社会的役割で呼ばれている点に対する違和感である。
この状況を確認すべく、周囲の専門家や支援者、スタッフに口頭で調査、確認したところ、養
育者を“おかあさん”や“ママ”と呼ぶことに対しては、ほとんどの場合、言われればそのとお
りだ、なるほど理解できるとして、日ごろから意識が高いことが理解された。しかしながら、実
践家やスタッフの親への実際の対応は様々であった。保護者の呼び方が特に決まっていない場合
や、周囲の人を参考にして呼んでいる場合、その時の状況や親との関係性によって使い分けてい
る場合などがあったが、運営方針として親の呼び名はすべて“○○さん”（名字＋さん）に統一
されている施設もあった。また、直接呼ばないことを意識して行い、その場の雰囲気や流れを察
して、親との会話を形成していくという専門家の話もあった。
このような点について、英語圏では、日本とは異なる現状がある。英語は論理的な言語であり、
“母親”あるいは“おかあさん”（mother, or mom、mama）は、子どもが女性の親を呼ぶ場合、
あるいは子どもに対してその子の母親を意味する場合にもちいられ、普通名詞として用いられる。
カナダの子育て支援活動の家族への対応方法をみると、スタッフは女性の親を“Mother”と呼ぶ
ことはなく、下の名前（first name）で呼ぶことが一般的であり、コミュニケーションスタイル
として確立している。
英語圏と比較すると、日本の母親の呼び名の使用が独特であると気づく。外に出かけ、子連れ
の夫婦に出会うと、夫が妻を「ママ、これも買って」や「お母さん、ちょっと」と呼ぶ姿を見聞
きすることがあるし、保育園や幼稚園では、「おかあさん、明日はお弁当の日ですので忘れずに
お持ちください」などといわれることもある。英語圏では、教師や軍隊の上官などに対して、敬
称としてMomが使われ、「Yes, Mom！」等と用いられることがあるが、母親の子ども以外の人
が、“お母さん”や“ママ”と女性を呼ぶことは見受けられない。このように日本の“おかあさ
ん”や“ママ”といった呼び名が、子ども以外の家族や周囲の人間によって、様々な場面で用い
られ、多様な意味で理解されている現状があることに気づくのである。日本の母親について、“母
親自身の持つ、アイデンティティの定まりにくさ（橋本 1998）が指摘されているが、呼び名
に関する日本の独自の論理性が関連している点も考えられる。
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1．1．母親の社会的役割の発達
女性の親は、第1子が出生して、初めて母親になる。そのため、母親の社会的役割の主たるも
のは、“子育て”となるのは、一般的な見解として定着している。子育てと母親の社会的役割に
ついては、母親アイデンティティと結びつける研究が多い。しかしながら、“母親も、生んだと
きからお母さんになれるのではなく、赤ちゃんとの関係で、お母さんとして成長していく”（河
合 2004）という指摘もあるように、母親は、赤ちゃんとの関係性が形成されて始めて本当の
“母親”としての認識を強めていき、その関係性が継続されるなかで、周囲の人々から母親とし
てのふさわしい振る舞いを期待（社会的期待）されることをとおして、母親としての認識を次第
に獲得していくのである。そのような社会的関係性の中には、「おかあさんなのだから（当然で
しょう）」、「ママがしっかりしないでどうするの」といった逸脱した行動（ラベリング）として
とらえられるような場合もあり、母親の社会的役割が、周囲との関係性の中で定まってくる状況
がある。
これらの母親の社会的状況を考察すると、母親と子育ての関係性に関して、日々の生活を前提
とした研究を進めるうえでは、アイデンティティとしてとらえるのもよいが、人間関係における
やりとりの中で、母親の社会的な役割が形成され、その役割が母親自身に取得される仕組みを詳
細に検討することは重要であると考える。特に、日常的なコミュニケーションの中で常に用いら
れる呼称は、母親の社会的関係性を規定する重要な要因であり、検討することの意義は高いと考
える。
母親の社会的関係性は、母親の希望する呼称が人との関係性においてどのように現れるか調査
し、実際に母親が周囲の人間にどのような呼び方をされているか検討することで明らかになると
考える。これらをヒントに、女子学生に対して母親になった場合を想定した調査票を作成した。
1．2．調査票
調査票は、「もし自分が親になった場合、どのように呼ばれたいですか。次に示してある、そ
れぞれの人からの呼ばれ方を、番号で選んで○をつけてください」という質問に、選択肢で応え
る形式とした。質問項目は、母親の日常生活で接する異なったステータスとして分類され得る人
間関係を推測し、“子どもから呼ばれるとき”、“親から呼ばれるとき”、“結婚相手から呼ばれる
とき”、“友人から呼ばれるとき”、“保育園・学校の先生から呼ばれるとき”、“あまり知らない人
や知人から呼ばれるとき”の6項目とした。質問項目の最初の3項目は、“家族”内の人間関係で
あり、残りは様々な社会的場面を前提とし、回答結果は、家族と家族以外によって、大きく傾向
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が異なることが予測された。
次に、選択肢項目を、一般的に用いられている呼称から頻度の高いものを検証し、「ママ」、「お
かあさん」、「下の名前」、「名字」、「ニックネーム」を選んだ。また、回答の自由度を高めるため
に、「その他」の項目をおき、選んだ場合は自由記述欄に具体的内容の記入を求めた。その他に
「○○ママ」（○○はこどもの名前、以下同様）、「○○ちゃん／くんママ」や、名字や下の名前
に“さん”付けなどの候補が考えられたが、初めに挙げた6項目の派生的なものであるとの見解
から、質問項目が多くなって調査結果が分散してしまうことを恐れて割愛した。
2．方法と結果
2．1．対象
調査協力者 子どもに関する発達心理学の講義を受講する女子短期大学生171名（恐らく全員
未婚）が調査対象者である。講義時間内にアンケートとして一斉に行い、終了時に回収した。
2．2．結果
表1にクロス集計を示し、図1に無回答を除く、各項目の100％積み上げ棒グラフを示した。ア
ンケートの質問には選択肢の選択個数の記載はせず、また教示もしなかったため、調査協力者が
自発的に行う複数選択は可能とした。調査対象者172名中、2名は無記入であった（有効評価率99
％）。複数回答者数は、全体で37名であり、各項目については、“子どもから呼ばれるとき”21
名（12.4％）、“親から呼ばれるとき”7名（4.1％）、“結婚相手から呼ばれるとき”14名（8.2％）、
“友人から呼ばれるとき”21名（12.4％）、“保育園・学校の先生から呼ばれるとき”9名（5.3％）、
“あまり知らない人や知人から呼ばれるとき”12名（7.1％）であった。各質問項目で、すべて
同じ選択肢項目を選んだ調査協力者はいなかった。
各質問項目の結果について、母親が“子どもから呼ばれるとき”には、一般的な呼称である「マ
マ」（約58％）と「おかあさん」（約27％）でおよそ85％を占め、「下の名前」、「ニックネーム」
がそれぞれ5.8％で続いている。その他の回答として、「マミー」、「母、母上」が1件あった。近
年急速に一般的となった呼称である「ママ」と呼んでもらいたい（あるいは子どもに呼ばせたい）
親が過半数を占めている。
“親から呼ばれるとき”は、親が名づけた名前「下の名前」が約83％で最も多く、「ニックネ
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ーム」が約12％で、この二つの呼称で約95％を占めた。調査協力者が子どもを授かったとして
も、その親が親である事実は変わらないという認識が強く、現在の家族での呼ばれ方がそのまま
使用されることを想定していることが推測される。
“結婚相手から呼ばれるとき”は、親からの呼び名同様に、「下の名前」（約75％）と「ニッ
クネーム」（約10％）で呼ばれたいとする意向が高く、全体の約85％を占めた。「ママ」（約8％）
と「おかあさん」（6％）の比率も合わせておよそ14％と高い。外で見かけることがある、夫が
妻を「ママ」や「お母さん」と呼ぶ姿は、この結果からすると、男性側からの一方的な働きかけ
ではなく、女性の側からも望まれている場合があり、相互的な理解による呼びかけであることも
調査結果から伺われる。“友人から呼ばれるとき”は、「おかあさん」（約61％）と「名字」（約34
％）大きく2つに別れた。「その他」として、「○○ママ」が1件あった。“保育園・学校の先生か
ら呼ばれるとき”の結果は、「名字」が52％、「おかあさん」が33％で、この2つの呼称で大多数
であった。他の項目に比べ、「その他」が6件と多く、内容は重複していて、「○○ママ」（2件）、
「○○ちゃん／くんママ」（4件）と呼ばれたいと記述があった。
“あまり知らない人や知人から呼ばれるとき”に関しては、「名字」が最も多く、約71％であ
り、ついで、「下の名前」約12％、「おかあさん」約7％となっている。「その他」の少数意見と
図1．人間関係と母親の呼称に関する意識調査
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しては、「下の名前」に“さん”付けしてほしいと2名の記入があった。
3．考察
3．1．質問への回答の前提
本研究は、未婚と思われる女子短期大学生に対して、“親になる”という、社会的ステータス
が発達変化した場合を想定し、どのように呼ばれたいかを回答してもらったものである。調査協
力者は、実際には子どもの親になったり、配偶者と暮らしたり、子どもを連れて登園したり、お
母さんとしての友だち（通称“ママ友”）を持ったりした経験もないと推測される。そのため、
調査協力者は選択肢に回答する際に、条件を精査して想定する認知過程を持っていると考えられ
る。自分の生育暦、家族環境、社会的場面における生活、報道やメディアの影響、理想とする配
偶者との生活、これまでの人付き合いや、現在の人間関係を振り返るなどして、自分の理想とす
る“よい生活と人間関係”を想像して答えを導き出していると推測される。
調査協力者の想定には、以下のような、人物像と社会条件の2つの要因が考えられるが、“友
人から呼ばれるとき”の想定を例に、具体的に記述してみたい。
＜“友人から呼ばれるとき”の想定を例に＞
＊人物像
今現在の友だちを思い描いて回答したか
すでに親になっている同性の家族や親戚等の近い人をイメージしたか
メディア等で見聞きしたママ友が基準になっているか
＊社会的条件
親しさの程度
共有する時間の多さや頻度、継続性
以上のような諸要因を思い起こす複雑な認知作用が調査協力者に働き、一種の心理的投影が生
じて、回答の判断に至っていることが推測される。本研究における調査は、このような複雑な認
知作用が働く点において、調査協力者の自我関与を高めるため、親準備性を高める教育効果もあ
ると考える。
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3．2．社会的関係性の考察
考察するにあたっての問題は、質問項目と選択肢項目の分類化にある。筆者が調べた限り、母
親の呼称に関する先行研究はみられなかった。加えて、心理社会的な枠組みとして、「ママ」、「お
かあさん」、「下の名前」、「名字」、「ニックネーム」等の分類を試みることは、上述の想定の考察
にあるとおり、心理的投影の結果であって、回答者の主観の影響が強く残るため、科学的な根拠
に基づいた分析は困難である。また、「ママ」の呼び名は、30年前の家庭ではあまり見受けられ
なかったが、現在は一般的な用語である点を鑑みると、呼称は、社会的認知度などの社会的条件
によっても左右される性質のものである。調査票の作成時に想定した内容が、調査結果とそれほ
どかけ離れていない点も指摘できるため、これらの状況をふまえて、現在の社会通念を援用し、
臨床経験に基づいた客観性によって質問項目と選択肢項目の分類と考察を試みたい。
質問項目の分類については、一般の認識をもとに、家族（“子どもから呼ばれると”、“親から
呼ばれるとき”、“結婚相手から呼ばれるとき”）と家族以外（“友人から呼ばれるとき”、“保育園・
学校の先生から呼ばれるとき”、“あまり知らない人や知人から呼ばれるとき”）の社会的な枠組
みに分けられると考える。また、選択肢項目の中で、各質問項目のうち、どれか一つの項目でで
も20％を超えるものを選択すると、「ママ」、「おかあさん」、「下の名前」、「名字」となる。これ
らを心理社会的距離の近さの基準でとらえる場合、「ママ」＞「おかあさん」＞「下の名前」＞
「名字」と理解することが可能であると考える。
女性が親になった場合、主に図1を参考にすると、「ママ」と呼ばれたい対象は子どもの割合
だけが非常に高く、他の質問項目では「ママ」は全般的に低い割合であり、このような傾向は他
にみられない。母親にとっては、子どもが他の関係と異なる認識にあることは、呼び名に関して
も現れていると推測される。母子関係は、母子同一化や母子カプセルというような用語が用いら
れるような、特異な関係として認識が高いが、本研究においても同様の結果が得られている。
母親として、親と結婚相手からの呼ばれ方の希望の傾向は類似しており、「下の名前」で呼ば
れたいとする回答が圧倒的に多いが、家族として認識されていることが強く結果に影響している
と推測する。母親と友人の関係では、「おかあさん」と呼ばれたい場合、あるいは「名字」で呼
ばれたい場合の2つの選択肢で、ほぼ二極化している点が特徴的である。これは、追跡調査をし
なければ明らかにできないことであるが、想定する友人と“打ち解けた親しい関係でありたい”、
でも“適切な距離をとった付き合いをしたい”という、誰もが持つ両極的な心理作用が背後にあ
るために現れた結果と推測される。保育園や学校の先生と知人から期待する呼称は、同様の傾向
を示し、「名字」の割合が高いが、異なる点として、保育園や学校の先生からの呼称については
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「おかあさん」の割合がやや高い。これは、
大切なわが子を預ける対象であるため、情
緒的な結びつきや信頼関係を求める気持ち
が、呼称に影響していると推測する。
当初、各質問項目が社会的関係性におい
て異なるステータスであるとして調査票を
作成したが、すべての項目で同じ回答をし
た調査協力者がいなかったという点で、各
質問項目は異なる社会的関係性が想定でき
ていたと考える。すなわち、異なる社会的
関係性においては、親として異なる社会的
役割を持っていて、それぞれ個別の関係性
を持つことを期待していると推測されるの
である（図2参照）。
3．3．ヒューマンサービスへの提言
子育て支援や家族支援の現場において、現在母親の呼び方についての見解は様々であるが、母
親が期待する社会的関係性はどのようなものだろうか、近年関心が高い家族支援、親教育の視点
から論じたい。家族支援が、家族と接点を持ち、支援活動をとおしてお互いに信頼関係を築きな
がら協同し、長期的なかかわりを持つという、一連のプロセスを踏むことを考えると、心理社会
的に遠い距離から、信頼関係の形成と共に、より近い心理社会的なものへと関係性は変化する。
そのプロセスの基本にはコミュニケーションがあり、呼びかけなどして、相手へ働きかけること
は、日常的なやりとりである。
ここで留意したいのは、日常の多様な背景を持つ参加者が訪れる現場では、外見からは判断が
つかない、育児不安等の深刻な問題を抱えている場合もあるということである。精神的に健常な
人は、多少嫌なことがあったり、問題が生じても、話を受け流したりして、早くに問題解決する
ことができるが、精神的に困難を抱える人は、そうはいかない。ちょっとした言動や、些細な振
る舞いに敏感に反応し、自分が悪いからと思い込んだり、嫌悪したり、回避しようとしたりする。
もしこのような精神的に追い詰められた母親が助けを求めて参加し、“母親”であることに疲れ
ていたとする。それに対して、家族支援のスタッフが暖かい雰囲気で「お母さん、よくいらっし
図2．母親の役割のイメージ
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ゃいました」と、本来の目的ではないのであるが、結果として“母親”の役割をラベリングした
り、役割期待をしたりすることになったら、その母親はどのように感じるかと考えたい。このよ
うなやりとりだけで、すぐに関係性が崩れるとは考え難いが、信頼関係を築くうえでのちょっと
した障害になることは予想できることである。小さな障害が積み重なれば、大きな障害となり、
関係性はすぐに崩れてしまい、関係の再構築はほぼ不可能である。そうならないためには、人の
呼び方一つから、自分の振る舞いが何を母親に意味するのかと意識することは、最も基本的かつ
重要なヒューマンサービスの姿勢である。
以上の内容を踏まえ、母親の割合が高い子育て支援や家族支援の現場での配慮ある対応のため
に、母親の呼び方に関して次の点に関して“意識する”ことを提言する。
異なる社会的場面で、すべて同じ呼称でよいとする回答はなかった。母親は、家族とそれ以
外の関係性において、異なる呼称を望む傾向にある。
母親が参加し始めるころは、心理社会的距離が遠く、社会的関係性が発展することで、その
距離は近くなる
支援者の母親の呼び名は、ラベリングする効果があり、やりとりの中で母親の役割を作り出
す側面がある
呼び名は、役割期待としての作用があり、母親の心理状態によってもとらえられ方が異なる
場合がある
以上の各項目が意味することは、支援者が、自ら望まない支援をすすんで行おうとは思ってい
ないが、些細な会話のやりとりの中で、適切な心理社会的距離をとらないでしまったり、ラベリ
ングや役割期待の否定的側面が、関係性の中で現れて、望まない結果が出てしまったりする可能
性があることである。そのため、可能な限り意識したコミュニケーションや支援活動を行ってい
くことが重要なのであり、具体的な知見の一つとして、呼び名の知見を有効活用できると考える。
3．4．今後の課題と展望
呼び名に関して調査した結果、支援者自身も養育者であり、社会的ステータスの発達的な変化
に対する認識が高いことが伺えた。特に、養育者に対して「お母さん」、「ママ」という呼び名が
用いられる場合、問題点を指摘したり、注意したりする等、否定的な内容を伝える場合も少なく
ないといった指摘もある。このような“呼び名”の使用は、“呼び名”を用いる話し手が、否定
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的な内容を個人的な関係性に当てはめないよう、聞き手に対する配慮から、一般的な用語である
“呼び名”を用いる傾向にあることが推測される。しかしながら、もしそうであれば、“呼び名”
自体に否定的な意味が付加されてしまっている可能性がある。この点は、どのような状況や場面
で呼び名が用いられてくることが多かったか、養育者の個人の経験に大きく関与することである
と推測する。従って、養育者が呼び名をどのように認識しているかを調査することが、現在の人
間関係をより深く理解する目的において、人間関係の発達を理解する点において、そして、教育
や支援に有用する目的において必要であろう。
養育者、特に母親の役割は、相互的な関係性によって変化することが明らかになった。そのた
め、映像や参加観察法を用いて、日常のやり取りの中での呼び名と関係性を詳細に明らかにする
質的研究を行い、本研究と合わせて検討することで、より支援活動に応用できる具体的な知見が
提供できると考える。量的研究を進めるとするならば、今回は親の経験のない女子大学生が調査
協力者であったが、乳幼児を持つ母親に対して呼び名に関する意識調査をすることで、母親の呼
称に関する変化、すなわち、母親の社会的かかわりの発達的な変化が明らかにされ、役割取得の
構造や要因に関する貴重な資料が提供できると考える。
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